
熊
本
県
立
図
書
館
蔵

『
韻
府
群
玉
』

『
韻
府
群
玉
』
二

0
巻
は
、
宋
代
の
末
、
陰
氏
応
夢
と
、
そ
の
子

の
幼
達
・
幼
遇
兄
弟
の
撰
に
な
る
類
書
で
あ
る
。
編
纂
の
過
程
を
記

す
序
の
記
述
に
よ
る
と
、
は
じ
め
て
開
版
さ
れ
た
の
は
元
代
初
期
、

延
祐
元
年
(
-
三
一
四
）
を
さ
ほ
ど
下
ら
ぬ
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
現
在
こ
の
版
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
は
伝
わ
ら
ず
、
現
存
の
諸
本

は
、
原
本
を
増
修
し
た
元
元
統
二
年
(
-
三
三
四
）
の
刊
行
本
を
始

源
と
す
る
。

配
列
は
一
〇
六
韻
に
よ
る
漢
字
分
類
に
従
う
。
各
掲
出
字
の
項
に

は
、
ま
ず
、
諸
書
に
よ
っ
て
掲
出
字
の
意
味
や
使
用
文
脈
を
示
し
、

さ
ら
に
、
掲
出
字
を
末
に
置
く
語
句
に
つ
い
て
も
同
じ
く
使
用
文
脈

等
を
記
載
す
る
。
漢
字
の
韻
や
意
味
を
知
る
と
い
う
韻
書
の
機
能
と
、

韻
に
叶
っ
た
語
句
を
典
拠
と
と
も
に
一
覧
で
き
る
類
書
の
機
能
を
兼

ね
備
え
た
本
書
は
、
刊
行
後
広
く
行
わ
れ
、
和
刻
本
を
含
め
、
諸
版

が
現
存
す
る
。

熊
本
県
立
図
書
館
蔵
の
『
韻
府
群
玉
』

(
8
2
1
.
1
／
イ
）
は
、

所
謂
「
五
山
版
」
の
内
の
一
本
で
、
南
北
朝
期
に
京
都
五
山
で
出
版

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
存
は
一
五
冊
で
、
二

0
巻
二

0
冊
中
、
第

二
巻
か
ら
第
六
巻
を
欠
く
。
ま
た
、
第
一
五
巻
四
丁
は
補
写
で
あ
る
。

各
冊
と
も
、
改
装
の
朱
表
紙
。
表
紙
左
肩
の
無
地
題
箋
に
「
韻
府
一

（七

S
十
九
、
二
十
大
尾
）
」
と
書
名
を
墨
書
し
、
表
紙
中
央
に
は

各
冊
所
収
の
韻
目
を
打
ち
付
け
で
墨
書
す
る
。
韻
目
が
改
ま
る
丁
の

柱
欄
上
に
は
薄
青
の
付
箋
を
貼
付
す
る
。
全
体
に
版
面
の
状
態
は
良

く
、
巻
末
に
彫
り
残
し
部
分
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
早
い

段
階
の
刷
本
と
み
ら
れ
る
が
、
惜
し
む
ら
く
は
、
全
体
に
虫
損
が
目

立
つ
。第
一
巻
四
丁
裏
に
は
「
元
統
甲
戌
春
／
梅
渓
書
院
刊
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
元
統
二
年
に
大
陸
で
出
版
さ
れ
た
刊
本
の
覆
刻
本
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
一
巻
三
丁
他
の
匡
郭
左
下
欄
外
に
は

「
明
」
と
刻
工
の
名
前
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
南
北
朝
期
に
来

日
し
た
「
彦
明
」
と
い
う
刻
エ
と
さ
れ
て
お
り
、
一
四
世
紀
後
半
に

本
邦
で
刊
行
さ
れ
た
他
の
版
本
に
も
同
じ
く
そ
の
名
が
刻
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
『
韻
府
群
玉
』
も
そ
の
頃
の
出
版
と
み
ら
れ
て

い
る
。本
文
中
へ
の
書
き
入
れ
は
、
朱
が
主
で
墨
は
少
な
く
、
前
半
部
に

米

谷

隆

史

に
つ
い
て
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